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流 行 性 角 結 膜 炎

※平成30年1月1日より百日咳が全数把握疾患となりました。また、風しんの届出が「診断後7日以内」から「診断後直ちに」と変更になりました。
※平成30年5月1日より急性弛緩性麻痺が全数把握疾患となりました。

【感染症発生動向調査】　   ※定点医療機関からの情報をもとに集計  【学校欠席者情報】　※保育園、幼稚園、小中学校、高等学校の欠席者情報です。

県中地域の状況

流
行
中

現在、流行中の感染症はありません
※飛沫感染
　患者の咳やくしゃみのしぶきに含まれる細菌を吸い込むことで感染します。
   マスクの着用や咳エチケットを実施してください。
※接触感染
　細菌が付着した手で口や鼻に触れることで感染します。手洗い、うがい、頻繁に
　人が触れる場所(ドアノブ等)についての環境整備など基本的な対策を徹底すること
　が必要です。

小
流
行
中

〈ＲＳウイルス感染症〉
　RSウイルスの感染による呼吸器感染症です。
症状は軽い風邪様の症状から重い肺炎まで様々で
す。感染経路は飛沫感染、接触感染です。
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福島県県中保健福祉事務所

平成30年第42週　県中保健福祉事務所感染症レター　　           (H30.10.15～H30.10.21)

福島県 県中地域 須賀川・岩瀬地区 石川地区 田村地区

第42週 第41週

この情報に関するお問い合わせ先：県中保健福祉事務所 医療薬事課 感染症予防チ－ム 

ＴＥＬ：0248-75-7818    E-mail：kenchu_kansensyoyobou@pref.fukushima.lg.jp 

全国で梅毒が増えています。 
・梅毒はペニシリンによる治療法が確立したため、1948年以降報告数は減少し、2003年に最小年間報告数509例となりました。 

・2010年より、感染症発生動向調査における報告数が増加し、2013年に年間報告数が1000例を超えました。 

・2017年は5829例(暫定値)の報告数で44年ぶりに5000件を超えました。 

・福島県でも2015年以降増加が目立ちはじめました。2018年第1週から第42週の報告数を集計すると81例ですが 

 すでに、前年の報告数67例を上回っています。 

・梅毒は、性的な接触などによってうつる感染症です。原因は梅毒トレポネーマという病原菌で、感染すると全身に様々な 

 症状が出ます。 

・感染後3～6週間程度の潜伏期を経て、経時的に陰部の潰瘍、リンパ節の腫れなど様々な臨床症状を呈します。 

・早期の薬物治療で完治が可能ですが、検査や治療が遅れたり、治療せずに放置したりすると、長期間の経過で脳や心臓に 

 重大な合併症を起こすことがあります。 

・母体から胎盤を通じて胎児に感染すると死産･早産･新生児死亡･奇形につながるおそれがあります。 

①不特定の相手との性行為は避けましょう。 

②コンドームを正しく使用することによりリスクを減らしましょう。 

③感染の疑いがある、または不安な場合は、早めに医療機関を 

 受診しましょう。 

④妊娠中の方は、妊婦健診を必ず受診しましょう。 

梅毒とは 

 保健所ではHIV検査と併せて、無料・匿名で 

 検査が受けられます 
*相談・検査予約ダイヤル  TEL 0248-75-4338 

             （受付時間 平日 8:30～17:15) 

 

*検査日 ※要予約     毎週火曜日(即日検査) 9:00～11:00 

               第1・3火曜日(夜間)17:30～19:30 

予防のポイント 保健所で検査が受けられます 


